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南島原市
西有家町須川108番地1

当社の汲み取り料金は計量器付き車輛で計測し、
正確な料金を徴収するシステムです！

グリストラップのイヤ～な臭いしていませんか？直ちに清掃に伺います。
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
団
地

・
深　
江　
大
野
木
場
団
地
（
１
戸
）

・
深　
江　
あ
ぜ
つ
第
１
団
地
（
１
戸
）

・
深　
江　
馬
場
団
地…

（
１
戸
）

・
有　
家　
長
田
第
１
団
地
（
１
戸
）

・
北
有
馬　
本
町
第
１
団
地
（
１
戸
）

・
南
有
馬　
新
三
崎
団
地
（
２
戸
）

・
南
有
馬　
新
砂
原
団
地
（
１
戸
）

　
＊
単
身
入
居
可

・
南
有
馬　
吉
川
団
地…

（
１
戸
）

・
口
之
津　
仲
町
団
地…

（
１
戸
）

・
口
之
津　
白
浜
団
地…

（
２
戸
）

・
口
之
津　
早
崎
団
地…

（
１
戸
）

・
加
津
佐　
愛
宕
団
地…

（
２
戸
）

・
加
津
佐　
泉
が
丘
団
地
（
２
戸
）

　
＊
単
身
入
居
可

●
募
集
期
間

　
３
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬

●
入
居
資
格
条
件…

収
入
が
基
準

に
該
当
す
る
な
ど
、
市
が
指
定

す
る
条
件
を
全
て
満
た
す
人

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
入
居
者
の
決
定…

資
格
要
件
を

満
た
し
た
申
込
者
の
数
が
募
集

戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
抽
選
日…

３
月
20
日
㈫

　
午
後
２
時　
南
有
馬
庁
舎

問
都
市
計
画
課 

☎
７
３
‐
６
６
７
７

南
島
原
市
学
校
給
食
会

事
務
局
長

●
募
集
人
員…

１
人

●
勤
務
内
容…

予
算
・
決
算
の
編

成
と
執
行
、
職
員
の
人
事
お
よ

び
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理
、

給
食
費
の
未
納
徴
収
な
ど

●
勤
務
地…

南
島
原
市
学
校
給
食

会
（
北
有
馬
町
）

●
報
酬
な
ど…

月
額
２
３
０
，
０

０
０
円
、
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
・
通
勤
手
当
あ
り

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　
週
５
日
（
土
、
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）、
午
前
８
時

〜
午
後
４
時
45
分

●
応
募
資
格…

行
政
ま
た
は
民
間

企
業
な
ど
で
管
理
職
と
し
て
組

織
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
し
た
経

験
を
有
し
、行
動
力
と
熱
意
を

持
っ
て
学
校
給
食
運
営
に
取
り

組
め
る
人(

職
場
で
の
管
理
職

証
明
書
が
必
要)

●
試
験…

面
接

※

日
時
、場
所
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

し
３
月
20
日
㈫ 

必
着

も
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入（
写
真
貼
付
）し
、「
学
校
給

食
会
事
務
局
長
申
込
」と
朱
書

き
し
た
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い（
持
参
可
）。

※

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
南
島
原
市
学
校
給
食
会

　
（
北
有
馬
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
☎
７
３
‐
６
７
５
８

　
〒
８
５
９
‐
２
３
０
６

　
北
有
馬
町
己
６
５
７
番
地
１

空
家
行
政
相
談
員

（
嘱
託
職
員
）

●
募
集
人
員…

１
人

●
勤
務
内
容…

危
険
空
家
の
所
有

者
の
特
定
・
相
談
者
へ
の
対
応
・

現
地
調
査
お
よ
び
市
の
解
体
補

助
金
の
申
請
受
付
事
務
な
ど

●
報
酬
な
ど…

月
額
１
３
６
，
０

０
０
円
、
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
あ
り

●
雇
用
期
間…

４
月
１
日
〜
平
成

31
年
３
月
31
日

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　
週
５
日
（
土
、
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）、
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
う
ち
７
時

間
30
分
勤
務
）

●
応
募
資
格…

事
務
の
経
験
が
あ

り
、パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
な
ど
）の
操
作
が
で
き
る
人

●
試
験…

面
接

※

日
時
、場
所
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

し
３
月
20
日
㈫ 

必
着

も
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入（
写
真
貼
付
）し
、「
都
市
計

画
課 

空
家
行
政
相
談
員（
嘱
託

職
員
）」と
朱
書
き
し
た
封
筒
に

入
れ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

（
持
参
可
）。

※

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
都
市
計
画
課 

☎
７
３
‐
６
６
７
７

　
〒
８
５
９
‐
２
４
１
２

　
南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

国
民
年
金
受
付
事
務

（
臨
時
職
員
）

●
募
集
人
員…

１
人

●
勤
務
内
容…

国
民
年
金
受
付
事

務
な
ど

●
賃
金
な
ど…

時
給
７
７
０
円
、

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
あ
り

●
雇
用
期
間…

４
月
１
日
〜
平
成

31
年
３
月
31
日

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　
週
５
日（
土
、日
、祝
日
、年
末
年

始
を
除
く
）、午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
う
ち
７
時
間
勤
務
）

●
応
募
資
格…

18
歳
以
上
の
市
内

在
住
者
で
、パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）の
操
作
が

で
き
る
人

●
試
験…

面
接

※

日
時
、場
所
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

し
３
月
16
日
㈮ 

必
着

も
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入（
写
真
貼
付
）し
、「
国
民
年

金
受
付
事
務
申
込
」と
朱
書
き

し
た
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て

く
だ
さ
い（
持
参
可
）。

※

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
保
険
年
金
課 

☎
７
３
‐
６
６
４
１

　
〒
８
５
９
‐
２
２
１
１

　
西
有
家
町
里
坊
96
番
地
２

健
康
対
策
課（
臨
時
職
員
）

●
募
集
職
種…

保
健
師
・
看
護
師
・

管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
・
歯
科

衛
生
士

●
募
集
資
格…

各
職
種
の
資
格
を

有
す
る
人

●
業
務
内
容…

各
種
保
健
指
導
業

務
（
不
定
期
）

※

雇
用
条
件
・
申
込
方
法
な
ど
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

登
録
後
、必
要
に
応
じ
て
随
時

連
絡
し
ま
す
。

問
健
康
対
策
課 

☎
７
３
‐
６
６
４
３

北
有
馬
町
内
公
共
施
設

清
掃
員
（
委
託
）

●
募
集
人
員…

１
人

●
勤
務
内
容…

北
有
馬
町
内
の
公

共
施
設
の
除
草
な
ど
清
掃
美
化

業
務

●
報
酬
な
ど…

月
額
１
０
５
，０
０

０
円
、傷
害
保
険（
労
使
折
半
）

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　
月
16
日
（
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
（
う
ち
７
時
間
45

分
勤
務
））

●
応
募
資
格…

普
通
運
転
免
許
所

持
者
で
作
業
用
軽
ト
ラ
ッ
ク
を

準
備
で
き
る
人（
経
費
自
己
負

担
）お
よ
び
草
刈
機
使
用
経
験
者

●
委
託
期
間…

４
月
１
日
〜
平
成

31
年
１
月
31
日

●
試
験…

面
接

※

日
時
、場
所
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

し
３
月
16
日
㈮ 

必
着

も
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入（
写
真
貼
付
）し
、「
北
有
馬

町
内
公
共
施
設
清
掃
員（
委

託
）」と
朱
書
き
し
た
封
筒
に
入

れ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
持

参
可
）。

※

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
北
有
馬
支
所 

☎
７
３
‐
６
６
０
５

　
〒
８
５
９
‐
２
３
０
５

　
北
有
馬
町
戊
２
７
４
７
番
地

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ 

１
Ｄ
Ａ
Ｙ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ「
つ
な
が
る
」

　
校
舎
の
心
地
よ
い
空
間
で
、
大

人
も
、
子
ど
も
も
楽
し
め
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
お
い
し
い
も
の

や
癒
さ
れ
る
も
の
、
か
わ
い
い
雑

貨
な
ど
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
が
集

ま
り
ま
す
。

と
３
月
４
日
㈰　
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

ば
赤
い
屋
根
の
ふ
る
さ
と
交
流
館

（
旧
山
口
小
学
校
）

問
岩
崎

　
☎
０
５
０
‐
３
７
０
３
‐
０
９
６
９

農
作
業
安
全
に
関
す
る

注
意
喚
起

　
農
作
業
中
の
事
故
に
よ
り
、
全

国
で
年
間
３
５
０
人
ほ
ど
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
事
故
の
多
く
は
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
の
農
業
機
械
の
操
作
中
に
発
生

し
て
お
り
、
特
に
65
歳
以
上
の
高

齢
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
の
作
業
を
振
り
返
り
、

農
作
業
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
課　
☎
７
３
‐
６
６
６
１

平
成　
年
度
長
崎
県
央

職
業
訓
練
校
受
講
生
募
集

　
働
き
な
が
ら
勉
強
す
る
受
講
生

を
募
集
中
！

●
訓
練
科
名…

建
設
設
計
科
、
木

造
建
築
科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
、

パ
ソ
コ
ン
教
室　
な
ど

※

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
受
講
料…

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
は
自
己
負
担
）

し
３
月
30
日
㈮ 

必
着

問
長
崎
県
央
職
業
訓
練
校

　
☎
０
９
５
７
‐
２
２
‐
０
０
３
６

Ｎ
Ｈ
Ｋｰ

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ
ろ
旅

〜
２
０
１
８
春
の
旅
〜

お
便
り
大
募
集

　
教
え
て
く
だ
さ
い
・
あ
な
た
の

「
こ
こ
ろ
の
風
景
」
の
こ
と
。

●
県
内
が
舞
台
の
放
送
日
程

　
４
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮

し
３
月
19
日
㈪ 

必
着

も
①
住
所
、②
名
前
、③
電
話
番
号
、

④
性
別
、⑤
年
齢
、⑥
思
い
出
の

場
所
・
風
景
、⑦
場
所
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
番
組
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、ハ
ガ

キ
・
封
筒
に
記
入
の
上
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
５
７
０
‐
０
６
６
‐
０
６
６

　
℻
０
３
‐
３
４
６
５
‐
１
３
２
７

　　
〒
１
５
０‐

８
０
０
１

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
こ
こ
ろ
旅
」
係

春
季
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で

全
国
一
斉
に
春
季
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
火
災
は
、
人
の
生
命
や
財
産
を

一
瞬
に
し
て
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、「
火
の
用
心
」
を

心
が
け
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
る
な
ど
住
宅
防
火
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

『
火
の
用
心

　
こ
と
ば
を
形
に  

習
慣
に
』

（
平
成
29
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

　
全
て
の
住
宅
で
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
火
災
を
早
期
に
発
見
し
大
切
な

家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
、
必
ず

設
置
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
電
池
が
切
れ
た

り
、
ほ
こ
り
が
付
い
た
り
す
る
と
、

煙
を
感
知
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
半
年
に
一
度
は
掃
除
し
、
定

期
的
に
作
動
点
検
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

問
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部　
予
防
課

　
☎
０
９
５
７
‐
６
２
‐
５
８
５
７

平
成　
年
度 

第
１
回

一
般
曹
候
補
生
採
用
試
験

（
特
別
職
国
家
公
務
員
）

　
自
分
の
能
力
や
志
向
に
合
わ
せ

て
知
識
と
技
能
を
高
め
、「
な
り

た
い
自
分
」
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

●
待
遇…

初
任
給　
１
６
４
，
７

０
０
円（
６
月
、12
月
期
末
・
勤

勉
手
当
あ
り
）

対
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
日
本
国

籍
を
有
す
る
も
の
（
平
成
31
年

４
月
１
日 

現
在
）

と
３
月
１
日
㈭
〜
５
月
１
日
㈫

●
試
験

・
１
次
試
験…

５
月
26
日
㈯　

・
２
次
試
験…

６
月
27
日
㈬
〜
７

月
２
日
㈪

●
試
験
内
容…
１
次
試
験

　
学
科
試
験（
国
・
数
・
英
・
作
文
・

適
性
検
査
）

●
合
格
発
表

・
１
次
試
験…

６
月
８
日
㈮　

・
２
次
試
験…

８
月
３
日
㈮

問
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部

　
島
原
地
域
事
務
所

　
☎
０
９
５
７
‐
６
２
‐
３
７
５
９

岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
財
団 

平
成　
年
度
奨
学
生
募
集

　
岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
財
団
で

は
、
人
材
育
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30
頭ヶ島の集落

　19世紀半ばに潜伏キリシタンが病人の療養地として
使われていた島へ移住することにより、自らのかたち
で信仰を続けた集落です。外海地域から中通島の鯛ノ
浦地区へと渡った潜伏キリシタンは、仏教徒の開拓指
導者のもとに無人島であった頭ヶ島へと入植し、閉ざ
された環境下でひそかに潜伏キリシタンとしての信仰
を続けました。「信徒発見」後は、海に向かって開けた
谷間の奥に建てられた潜伏キリシタンの指導者の屋敷
を「仮の聖堂」とし、解禁後はその近くに教会堂を建て、
その伝統は終わりを迎えました。

頭ヶ島天主堂
　頭ヶ島天主堂は、鉄川与助の設計施工によっ
て建設され、近くの石を切り出して、1919年
に現在の教会堂が完成しました。
　中央に円形窓と八角形の銅板張りのドーム屋
根を冠した塔屋を持つのが特徴で、主構造は頭ヶ
島の海岸部で産出される砂岩を粗石積みとした
組石造りです。
●国指定重要文化財（2001）

南島原の宝物を世界の宝物に
長崎と天草地方の

潜伏キリシタン関連遺産
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「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」
12の構成資産を地域ごとに紹介しています

　　頭ヶ島の集落（南松浦郡新上五島町）第６回

鯨賓館ミュージアム
長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産

施  設  紹  介
～鯨賓館ミュージアム～

　１階は捕鯨によって栄えた新上五島町の歴史が、２
階は町内29の教会や教会建築に功績がある鉄川与助
氏のゆかりの品などが展示されています。

企画展「五島灘を渡ったキリシタン文化展」
開催中（2月24日～3月19日）

●住　　所：南松浦郡新上五島町有川郷578-36
●電　　話：０９５９ｰ４２ｰ０１８０
●営業時間：午前９時～午後５時
●休　　館：年末年始（12月29日～1月3日）
●入 館 料：大人200円、小・中学生100円
　　　　　 （団体割あり）

　世界遺産候補「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の世
界遺産としての価値を国内外のたくさんの人々に知ってもらい、理
解してもらい、共感してもらうことを目的に総合ポータルサイトが
新設されました。世界遺産としての価値や構成資産保護に向けた取
り組み、見学マナーなど「潜伏キリシタン関連遺産」に関係する全
ての情報を網羅。動画や総合パンフレット、各構成資産のガイドマッ
プも掲載していますので、ぜひご覧ください！
●総合ポータルサイトURL: http://kirishitan.jp

　18世紀の終わりになると、大村藩に属する西彼杵半島西岸の外海地域では人口が増加し、五島藩と大村藩と
の協定のもとに開拓移住が行われました。
　開拓移住者の中には潜伏キリシタンが多く含まれていたことから、新たに離島の各地に潜伏キリシタンの集落
が形成されました。移住にあたっては、黒島（藩の再開発地）、野崎島（神道の聖地）、頭ヶ島（病人の療養地）、
久賀島（未開発の地）など、既存の社会や宗教との折り合いのつけ方を考慮して移住先が選ばれました。

総合ポータルサイトが新設されました！

お問い合わせは…南島原市役所　☎73ー6600 くらしの情報

　パラリンピック４大会連続出場、アテネパラリン
ピック銅メダリスト副島正純氏の講演会です。

と３月17日土　午後７時 開演
ば深江ふるさと伝承館
な演題「挑戦！ ～今、私にできること～」
●主催…深江布津ライオンズクラブ
問深江布津ライオンズクラブ　事務局
　☎７２ｰ２８９１

ライオンズクラブ国際協会100周年記念事業

副島正純氏講演会副島正純氏講演会

入場無料


